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エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
不
足
で

　
　
き
び
し
い
出
稼

　
干
害
で
大
変
な
思
い
を
し
て
、
つ
か

の
間
も
な
く
出
稼
に
出
発
し
、
最
近
に

な
く
出
稼
求
人
が
多
く
、
待
遇
も
良
か

っ
た
も
の
の
、
十
二
月
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
、
物
不
足
等
で
、
ど
う
し
て

も
一
番
先
に
し
わ
寄
せ
を
食
う
の
は
出

稼
者
で
あ
り
、
正
月
帰
省
を
迎
え
る
に

し
て
も
、
会
社
等
を
断
わ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
い
た
し
ま
し
た
が
、

正
月
前
は
そ
の
よ
う
な
人
が
一
人
も
出

な
く
ホ
ヅ
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
人
、
特
に
松
之
山
の
出
稼
者

は
評
判
が
よ
く
、
ま
じ
め
に
良
く
働
く

こ
と
で
有
名
で
す
。
そ
の
賜
と
思
い
ま

す
。　

正
月
帰
省
バ
ス
で
、
上
野
へ
集
っ
て

来
る
出
稼
の
皆
さ
ん
に
、
燃
料
不
足
の

影
響
は
と
聞
き
ま
す
と
、
異
に
同
音
に

相
当
ひ
び
い
て
い
る
が
、
首
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
帰
省
バ
ス
は
、
ま
れ
な
豪
雪

に
見
舞
わ
れ
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
町

の
除
雪
セ
ン
タ
ー
、
安
塚
土
木
、
松
代

土
木
事
務
所
の
日
夜
並
々
な
ら
ぬ
努
力

と
ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
、
帰
省

再
赴
任
バ
ス
合
わ
せ
て
二
十
四
台
の
運

行
が
無
事
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
は
、
出
稼
援
護
事
業
で
バ

ス
代
金
の
補
助
等
を
行
っ
た
せ
い
か
昨

年
よ
り
百
二
十
名
位
多
く
の
皆
さ
ん
が

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
四
月
中
旬
ま
で
全
く
長
い

間
、
留
守
家
族
と
別
離
の
生
活
で
、
な

か
な
か
大
変
で
す
。
そ
の
淋
し
い
気
持

を
少
し
で
も
慰
や
す
た
め
、
汀
で
は
子

供
の
作
文
を
た
く
さ
ん
の
せ
た
「
ふ
る

さ
と
だ
よ
り
」
や
、
町
の
広
報
等
を
送

り
し
ま
す
。

　
ま
た
五
人
以
上
就
労
し
て
い
る
事
業

所
へ
、
新
潟
日
報
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
月
三
日
に
は
東
京
で
、
三
月
三
日

に
は
名
古
屋
で
そ
れ
ぞ
れ
出
稼
リ
ー
ダ

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
今
年
も
十
五
事
業
所
へ
伺
い
出

稼
者
の
皆
さ
ん
と
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

　
新
潟
県
で
関
東
や
関
西
へ
出
稼
相
談

員
を
配
置
し
、
出
稼
者
が
困
る
こ
と
や

事
故
等
の
相
談
に
当
っ
て
お
り
ま
す
。

　
三
月
中
旬
．
こ
ろ
か
ら
は
、
出
稼
先
訪

問
の
報
告
を
兼
ね
て
、
町
の
相
談
員
と

一
諸
に
部
落
の
留
守
家
族
の
皆
さ
ん
と

懇
談
会
の
計
画
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
一
番
心
配
さ
れ
る
事
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
、
物
不
足
に
よ
る
不
況
で
出

稼
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
路
頭
に
迷
う
よ
う

な
事
が
な
け
れ
ば
と
心
配
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
係
）

49，

統計から見た

　松之山の保健衛生

　48年の1月から12月までの出生、死

亡を調べてみると、出生56人、死亡76

人セあり、これを全国率でくらべてみ

ると、出生率は、全国19．5％、松之山

8．5％であり、死亡率は、全国6．6％

松之山11．8％となっています。

　これからすると松之山は自然増加は
なく、大巾な自然減少がみられます。
　　　ノ
　また死亡した人の統計をみると、70

％が成人病による死亡であります。

　1位脳卒中、2位心臓病、3位ガン

4位自殺、5位肺炎気管支炎、事故老

衰とな・）ていて、上位3位までは、成

人病となっております。

　当町では人口の老令化が他より進ん

でいるため、当然そうなるのではない

かと考えられます。

　しかし60才以下のまだ働き盛りの人

が、34％も亡くなっていることをみる

と、まだまだ改善できる点が残ってい

るのではないだろうか、それにはまず

自分自身の健康管理をし、病気の早期

発見のため健康診断を受け、早期に治

療するよう1人1人が心がけることが
大切です。

戸

　籍
の

窓

赤
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う

小
野
塚
浩
一
（
武
彦
・
長
男
）

高
橋
　
広
助
（
忠
司
・
長
男
）

滝
沢
　
豊
和
（
克
巳
・
二
男
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

1髄骸期撒韻1髄随翻匹1髄量コーホーまつのやま

中
　
坪

湯
　
本

天
水
越

　
新
郎
新
婦
　
　
　
　
　
　
　
届
け
日

福
原
照
夫
（
2
9
オ
）
天
水
越
－
。
2

福
原
や
す
子
（
23
才
）
天
水
越
1

　
　
　
　
　
新
居
…
天
水
越
（
桶
や
）

高
沢
雄
作
（
刎
才
）
湯
　
山
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
・
3

佐
藤
フ
、
・
三
（
別
才
）
天
水
越

　
　
　
　
　
新
居
1
湯
　
山
（
嘉
城
）

山
岸
昭
一
（
2
7
オ
）
新
山
－
。
7

小
野
塚
加
代
子
（
21
才
）
上
蝦
池
1

　
　
　
　
　
新
居
…
新
山
（
天
上
原
）

佐
藤
　
眞
士
（
2
5
才
）
天
水
越
1
●
7

佐
藤
美
千
江
（
24
才
）
中
立
山
1

　
　
　
　
新
居
…
天
水
越
（
上
落
合
）

相
沢
　
正
平
（
22
才
）
小
谷
1
　
0

小
野
塚
美
代
子
（
2
3
才
）
藤
倉
1
　
1

　
　
　
　
　
新
居
…
小
　
谷
（
水
上
）

佐
藤
文
明
（
器
才
）
天
水
島
1
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
●
－

志
賀
さ
ち
子
（
2
1
才
）
松
口

　
　
　
　
　
新
居
…
天
水
島
（
宮
田
）

村
山
　
洋
子
（
2
5
才
）
橋
　
詰
1
　
2

布
施
　
哲
男
（
2
8
才
）
橋
　
詰
1
．
2

　
　
　
　
　
新
居
…
橋
詰
（
隠
居
）

村
山
　
聰
（
31
才
）
湯
本
2
2

竹
内
小
夜
子
（
23
才
）
坂
　
中
1
　
1

　
新
居
…
湯
本
（
自
動
車
整
備
工
場
）

お
く
や
み

松
沢
　
ロ
ス

津
端
　
キ
ワ

高
橋
　
勇
蔵

石
塚
　
ワ
カ

石
塚
喜
三
郎

高
橋
巳
之
作

布
施
　
セ
キ

高
橋
伊
太
郎

本相相早高
山沢沢川橋

ハクク龍タ
ルメニ治イ

小
野
塚
清
一
郎

相
田
　
栄
八

山
岸
与
喜
一

高
橋
　
寅
市

鈴
木
　
イ
ツ

（
お
才
）
湯
山
・
坂
中

（
8
9
才
）
光
間
・
中
屋

（
お
才
）
天
水
島
・
茶
屋

（
90
才
）
田
麦
立
・
横
道

（
57
才
）
〃
・
て
っ
べ
ん

（
8
0
才
）
黒
倉
・
中
林

（
8
7
才
）
黒
倉
・
宮
先

（
71
才
）
天
水
島
・
中
林

（
86
才
）
天
水
島
・
店

（
6
9
才
）
北
浦
田
・
大
下

（
麗
才
）
水
梨
・
三
枚
田

（
羽
才
）
水
梨
・
新
屋

（
駈
才
）
田
麦
立
古
屋
敷

　
（
71
才
）
東
川
・
橋
場

（
63
才
）
大
荒
戸
・
横
手

（
81
才
）
新
山
・
紺
や

（
73
才
）
中
尾
・
山
根

（
78
才
）
下
蝦
池
・
新
や

　
以
上
1
0
月
か
ら
12
月
ま
で
の
届
出
分

で
、
町
に
住
所
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

の
み
登
載
い
た
し
ま
し
た
。

月

　　　1974

嵐、8忍

口発行／新潟県松之山町　口編集／総務課広報係　□印刷／あかつき印刷所

こ
と
じ
り
町
の
を
算
き
訣
る

麟、蝶

・
道
跨
整
備
茅
業
貨
…
…
…
・
－
1
億
九
千
万
国

・
東
川
小
（
体
育
魑
建
設
費
…
…
吻
ま
看
万
の

。
夷
勇
管
理
ゼ
・
！
タ
i
建
隷
皆
パ
…
…
1
千
八
百
万
m

人ロのうごき
　　　4月1日現在
　（）内は前月と比較
総　数6，203人（一109
　男　3，033人（一55
　女　3，170人（一54
世帯数　1，622　（一18

　出生5人、死亡6人
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わせ遠題じζ
額　11億4千万円が決まる

町戻の

49年度予算総額

麟離難轍灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
Q
o
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F
ー

悔
．
3
．
一
一
．
．
零
．
．
噛
一
＝
一
8
呂
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…
3
．
呂
§
3
8
垂
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頓
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囎
．
．
聯
零
一
ロ
ー
一
．
1
一
一
一
葦
．
3
妻
．
．
巴
ぎ
拳
垂
巴
…
｝
昌
妻
…
藝
ま
嚢
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茎
萎
茎
藝
一
一
3
垂
冒
一
邑
…
3
3
…
3
曹
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葦
…
…
垂
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一
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妻
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罫
亀
§
一
一
邑
一
…
3
…
置
呂
一
…
…
轟
華
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3

一”髄ll盤llllII”1睦1髄lol畦1輔闘髄lll””llll－III鱒1醐鵬ll髄ll曲1鱒1”1“剛曲愚髄Illl齢5鱒Illl“剛ll髄

　昭和49年度、町の各会計予算を

きめる定例会議は、3月11日、12

日、13日の3日間にわたって、町

役場で招集され、一般会計予算総

額7億7千5百万円を始め、非常

勤特別職の報酬改正条例など、条

例14件、その他11件で、いずれも

賛成多数で原案どおり可決されま

した。

　ことしの予算編成に南たって、

昨年来の諸物価高騰、物不足～石

油不足等、困難な社会情勢の中にあ

り、新規事業はみあわせしなけれ

ばならない。容易でない難儀な年

を迎えるに当り・東川小学校体育

館新築、町道整備事業、克雪管理

センター建設事業など、建設的な

事業を積極的に推進すると共に、

農林畜産業の振興、社会福祉の充

実、また、自然環境整備につとめ

て、豊かな町民のしあわせをめざ

して、ことしの予算編成につくし

ました。

　それでは、ことしの予算の使い

みちについて、次により説明しま

す。
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頓
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引
き
続
き
重
点
施
策
に

東
瑚
ノ熱

・
体
育
館
を
建
設
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建
設
費
　
四
干
三
百
万
円

　
　
　
　
■
教
育
費
…
一
億
二
千
　
　
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
学
校
施
設
の
整

まじかの東川小学校△新校舎

三
百
万
円

　
教
育
費
で
は
、
昨
年

度
よ
り
二
千
四
百
万
円

の
減
で
、
一
般
会
計
中

三
番
目
に
大
き
な
比
率

全
体
の
十
六
％
を
し
め

て
お
り
ま
す
。

　
最
近
の
物
価
高
、
資

材
不
足
、
ま
た
、
年
々

児
童
数
の
減
少
に
よ
り

国
県
補
助
金
を
多
く
見

こ
め
ず
、
町
財
源
の
持

ち
出
し
が
多
く
な
り
、

建
設
が
あ
や
ぶ
ま
れ
て

い
た
が
、
よ
う
い
で
な

い
町
財
政
の
な
か
で
、

備
に
、
東
川
小
学
校
体
育
館
を
鉄
骨
造

り
延
三
百
七
十
四
坪
を
四
千
三
百
万
円

で
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
教
育
費
の
お
も
な
経
費
と
し
て

小
学
校
給
食
婦
補
助
金
（
十
二
人
）
四

百
三
十
二
万
円
、
中
学
校
給
食
婦
補
助

金
（
六
人
）
二
百
十
六
万
円
で
、
小
中

学
校
給
食
婦
補
助
金
は
、
一
人
一
日
二

千
円
で
年
間
百
八
十
日
分
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
学
校
除
雪
費
で
は
、
昨
年
の
十
一
月

か
ら
豪
雪
に
お
そ
わ
れ
、
こ
ん
冬
は
各

学
校
の
除
雪
費
は
よ
う
い
で
な
か
っ
た

が
、
こ
と
し
は
一
人
一
日
二
千
五
百
円

で
一
人
一
日
除
雪
坪
数
二
十
坪
と
し
て

三
回
分
ど
、
　
牛
学
校
で
は
百
万
五
千
円

中
学
校
で
は
四
十
九
万
五
千
円
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
浦
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

整
地
費
五
十
万
円
、
松
里
小
学
校
校
舎

改
築
に
そ
な
え
て
、
敷
地
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
費
五
十
万
円
、
各
学
校
の
営
繕

修
繕
費
、
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
教
材

費
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、
小
学
校
費
に
千

四
百
万
円
、
中
学
校
費
に
七
百
万
円
が

計
上
さ
れ
、
松
中
寄
宿
舎
運
営
費
三
百

七
十
万
円
な
ど
の
ほ
か
、
教
員
住
宅
運

営
費
百
万
円
、
社
会
教
育
費
に
六
百
万

円
、
公
民
館
費
に
百
十
万
円
、
町
民
プ

ー
ル
運
営
費
に
四
十
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

■
議
会
費
…
…
…
i
…
…
千
六
百
万
円

議
会
費
は
、
昨
年
度
よ
り
三
百
五
十
度

万
円
増
で
、
議
員
報
酬
（
二
十
二
人
）

九
百
六
十
万
円
、
議
員
手
当
（
三
・
六
カ

月
分
）
二
百
九
十
万
円
、
こ
の
ほ
か
は

経
常
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
－
…
…
i
…
：
六
千
二
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
種
々
の
大
き
な
建
設
的
な

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
町
の
財
源
で
は
足
り
な

い
の
で
、
国
や
県
な
ど
か
ら
安
い
利
子

で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
返
し
て
い
く
借

金
（
町
債
）
を
し
ま
す
。
こ
の
借
り
た

資
金
の
返
済
金
（
元
金
と
利
子
）
で
、

昨
年
度
よ
り
千
五
百
万
円
も
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

■
諸
支
出
金
…
：
…
：
…
…
…
－
－
十
万
円

■
予
備
費
：
…
…
…
…
…
・
－
・
四
百
万
円

柵，””o贈桝開醐8”鼎頗網側胤
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奎藏灘
灘
…
嚢覇奎灘

町
追
の
舖
装
・
改
良
を
大
幅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
雪
ブ
ル
一
台
・
雪
上
車
一
台
を
賄
入

■
土
木
費
：
：

　
土
木
費
は
、

十
万
円
の
減
で
、

比
率
を
し
め
て
、

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
毎
年
、
町
道
の
舗
装
、
改

良
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

と
し
も
重
点
施
策
に
取
り
上
げ
て
、

み
な
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
土
木
事
業
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 　

：
一
億
五
千
万
円

昨
年
度
よ
り
六
百
六

　
二
番
目
に
大
き
な

　
構
成
比
で
十
九
％

▽
松
代
松
之
山
線
（
修
業
者
地
内
）
舗

装
工
事
費
…
…
…
…
：
二
千
五
百
万
円

　
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
曽
根
地
内
か

ら
修
業
者
入
口
ま
で
を
延
長
千
M
、
巾

員
五
屑
に
舗
装
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
崩
田
田
麦
立
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
：
…
：
…
九
百
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
、
崩
田

地
内
を
延
長
二
百
九
十
灯
、
巾
員
四
灯

に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
湯
本
藤
原
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
…
九
百
九
十
万
円

覗
，

井一般会計予算額　7億

　　　　　その　　　ぢの

　国讐翻爾醗帥

町債　
「

9，690万円（12。5％

　地方交付税

8億820万円（52．7％
県支出金

L億1，802万円

　　　（15．2％

教奪費　　1億2，337万円（15，9％

総膀費　　9，297万円（12，0％）

民生費　6，708万円（8石％）

公債費　　6，206万円（8．0％）

衛生費　3，001万円（39％）

一消倣2・獅円（3筋
歳出

■■齢費脳万円⑫・1％

■龍費断円（1・2％

■その他災害復1日費・労散1・813万円（23％

　
昨
年
の
改
良
に

引
き
続
い
て
、
大

松
山
に
通
ず
る
上

湯
部
落
内
を
延
長

三
百
四
十
屑
、
巾

員
四
灯
に
道
路
改

良
す
る
工
事
費
で

す
。▽

大
荒
戸
松
代
線

改
良
工
事
費

…
…
…
六
百
万
円

　
堺
松
入
口
か
ら

、
大
荒
戸
よ
り
ま
で

を
延
長
三
百
厨
、

巾
員
四
灯
に
道
路

改
良
す
る
工
事
費

で
す
。

▽
松
ロ
松
之
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
…
…
…
L
千
六
十
万
円

　
高
校
か
ら
光
間
の
入
口
ま
で
を
延
長

四
百
灯
、
巾
員
四
灯
に
道
路
改
良
す
る

工
事
費
で
す
。

▽
東
川
藤
倉
天
水
越
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
千
八
百
万
円

　
天
水
島
か
ら
中
坪
に
通
ず
る
天
水
島

地
内
を
延
長
六
百
二
十
四
層
、
巾
員
四

屑
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
除
雪
機
械
ブ
ル
ド
ー
ザ
D
4
P
一
輌

購
入
費
…
…
…
…
…
七
百
四
十
一
万
円

▽
雪
上
車
鉗
3
0
一
輌
購
入
費

　
　
　
　
：
…
…
…
三
百
七
十
二
万
円

町道舗装工事（松代・松之山線）

▽
県
営
事
業
負
担
金
…
…
…
千
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
町
内
の
県
道
の
改
良

舗
装
、
特
に
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
鹿

渡
線
の
改
良
促
進
の
た
め
三
億
円
の
工

事
費
を
要
求
、
ま
た
、
町
内
の
地
す
べ

り
防
止
、
砂
防
、
な
だ
れ
防
止
工
事
な

ど
の
事
業
を
促
進
す
る
た
め
国
、
県
に

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
公
共
、
県
単
事
業
費
の
要

求
総
額
八
億
四
千
万
円
に
対
す
る
町
の

負
担
金
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
土
木
費
で
は
、
町
道
の

局
部
改
良
工
事
費
百
五
十
万
円
、
町
道

敷
砂
利
等
で
五
百
八
十
万
円
な
ど
の
経

費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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額　11億4千万円が決まる

町戻の

49年度予算総額
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　昭和49年度、町の各会計予算を

きめる定例会議は、3月11日、12

日、13日の3日間にわたって、町

役場で招集され、一般会計予算総

額7億7千5百万円を始め、非常

勤特別職の報酬改正条例など、条

例14件、その他11件で、いずれも

賛成多数で原案どおり可決されま

した。

　ことしの予算編成に南たって、

昨年来の諸物価高騰、物不足～石

油不足等、困難な社会情勢の中にあ

り、新規事業はみあわせしなけれ

ばならない。容易でない難儀な年

を迎えるに当り・東川小学校体育

館新築、町道整備事業、克雪管理

センター建設事業など、建設的な

事業を積極的に推進すると共に、

農林畜産業の振興、社会福祉の充

実、また、自然環境整備につとめ

て、豊かな町民のしあわせをめざ

して、ことしの予算編成につくし

ました。

　それでは、ことしの予算の使い

みちについて、次により説明しま

す。

蛸
…
…
一
…
…
…
…
零
…
3
…
…
－
…
一
…
…
零
‘
§
一
－
一
…
一
…
一
妻
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…
…
…
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噌
…
…
…
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…
…
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…
一
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…
尊
…
一
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…
…
一
…
…
…
…
－
。
…
…
…
…
＝
；
…
…
…
…
一
…
…
…
…
一
…
…
…
…
頓
t

引
き
続
き
重
点
施
策
に

東
瑚
ノ熱

・
体
育
館
を
建
設

ll”1川1”1川ll”川””川II”1川1””川Ill”ll，1昭il”腰曇1旧1川闘解1川叫”糊1闘1”帥■

建
設
費
　
四
干
三
百
万
円

　
　
　
　
■
教
育
費
…
一
億
二
千
　
　
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
学
校
施
設
の
整

まじかの東川小学校△新校舎

三
百
万
円

　
教
育
費
で
は
、
昨
年

度
よ
り
二
千
四
百
万
円

の
減
で
、
一
般
会
計
中

三
番
目
に
大
き
な
比
率

全
体
の
十
六
％
を
し
め

て
お
り
ま
す
。

　
最
近
の
物
価
高
、
資

材
不
足
、
ま
た
、
年
々

児
童
数
の
減
少
に
よ
り

国
県
補
助
金
を
多
く
見

こ
め
ず
、
町
財
源
の
持

ち
出
し
が
多
く
な
り
、

建
設
が
あ
や
ぶ
ま
れ
て

い
た
が
、
よ
う
い
で
な

い
町
財
政
の
な
か
で
、

備
に
、
東
川
小
学
校
体
育
館
を
鉄
骨
造

り
延
三
百
七
十
四
坪
を
四
千
三
百
万
円

で
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
教
育
費
の
お
も
な
経
費
と
し
て

小
学
校
給
食
婦
補
助
金
（
十
二
人
）
四

百
三
十
二
万
円
、
中
学
校
給
食
婦
補
助

金
（
六
人
）
二
百
十
六
万
円
で
、
小
中

学
校
給
食
婦
補
助
金
は
、
一
人
一
日
二

千
円
で
年
間
百
八
十
日
分
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
学
校
除
雪
費
で
は
、
昨
年
の
十
一
月

か
ら
豪
雪
に
お
そ
わ
れ
、
こ
ん
冬
は
各

学
校
の
除
雪
費
は
よ
う
い
で
な
か
っ
た

が
、
こ
と
し
は
一
人
一
日
二
千
五
百
円

で
一
人
一
日
除
雪
坪
数
二
十
坪
と
し
て

三
回
分
ど
、
　
牛
学
校
で
は
百
万
五
千
円

中
学
校
で
は
四
十
九
万
五
千
円
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
浦
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

整
地
費
五
十
万
円
、
松
里
小
学
校
校
舎

改
築
に
そ
な
え
て
、
敷
地
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
費
五
十
万
円
、
各
学
校
の
営
繕

修
繕
費
、
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
教
材

費
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、
小
学
校
費
に
千

四
百
万
円
、
中
学
校
費
に
七
百
万
円
が

計
上
さ
れ
、
松
中
寄
宿
舎
運
営
費
三
百

七
十
万
円
な
ど
の
ほ
か
、
教
員
住
宅
運

営
費
百
万
円
、
社
会
教
育
費
に
六
百
万

円
、
公
民
館
費
に
百
十
万
円
、
町
民
プ

ー
ル
運
営
費
に
四
十
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

■
議
会
費
…
…
…
i
…
…
千
六
百
万
円

議
会
費
は
、
昨
年
度
よ
り
三
百
五
十
度

万
円
増
で
、
議
員
報
酬
（
二
十
二
人
）

九
百
六
十
万
円
、
議
員
手
当
（
三
・
六
カ

月
分
）
二
百
九
十
万
円
、
こ
の
ほ
か
は

経
常
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
－
…
…
i
…
：
六
千
二
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
種
々
の
大
き
な
建
設
的
な

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
町
の
財
源
で
は
足
り
な

い
の
で
、
国
や
県
な
ど
か
ら
安
い
利
子

で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
返
し
て
い
く
借

金
（
町
債
）
を
し
ま
す
。
こ
の
借
り
た

資
金
の
返
済
金
（
元
金
と
利
子
）
で
、

昨
年
度
よ
り
千
五
百
万
円
も
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

■
諸
支
出
金
…
：
…
：
…
…
…
－
－
十
万
円

■
予
備
費
：
…
…
…
…
…
・
－
・
四
百
万
円
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奎藏灘
灘
…
嚢覇奎灘

町
追
の
舖
装
・
改
良
を
大
幅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
雪
ブ
ル
一
台
・
雪
上
車
一
台
を
賄
入

■
土
木
費
：
：

　
土
木
費
は
、

十
万
円
の
減
で
、

比
率
を
し
め
て
、

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
毎
年
、
町
道
の
舗
装
、
改

良
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

と
し
も
重
点
施
策
に
取
り
上
げ
て
、

み
な
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
土
木
事
業
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 　

：
一
億
五
千
万
円

昨
年
度
よ
り
六
百
六

　
二
番
目
に
大
き
な

　
構
成
比
で
十
九
％

▽
松
代
松
之
山
線
（
修
業
者
地
内
）
舗

装
工
事
費
…
…
…
…
：
二
千
五
百
万
円

　
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
曽
根
地
内
か

ら
修
業
者
入
口
ま
で
を
延
長
千
M
、
巾

員
五
屑
に
舗
装
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
崩
田
田
麦
立
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
：
…
：
…
九
百
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
、
崩
田

地
内
を
延
長
二
百
九
十
灯
、
巾
員
四
灯

に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
湯
本
藤
原
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
…
九
百
九
十
万
円

覗
，

井一般会計予算額　7億

　　　　　その　　　ぢの

　国讐翻爾醗帥

町債　
「

9，690万円（12。5％

　地方交付税

8億820万円（52．7％
県支出金

L億1，802万円

　　　（15．2％

教奪費　　1億2，337万円（15，9％

総膀費　　9，297万円（12，0％）

民生費　6，708万円（8石％）

公債費　　6，206万円（8．0％）

衛生費　3，001万円（39％）

一消倣2・獅円（3筋
歳出

■■齢費脳万円⑫・1％

■龍費断円（1・2％

■その他災害復1日費・労散1・813万円（23％

　
昨
年
の
改
良
に

引
き
続
い
て
、
大

松
山
に
通
ず
る
上

湯
部
落
内
を
延
長

三
百
四
十
屑
、
巾

員
四
灯
に
道
路
改

良
す
る
工
事
費
で

す
。▽

大
荒
戸
松
代
線

改
良
工
事
費

…
…
…
六
百
万
円

　
堺
松
入
口
か
ら

、
大
荒
戸
よ
り
ま
で

を
延
長
三
百
厨
、

巾
員
四
灯
に
道
路

改
良
す
る
工
事
費

で
す
。

▽
松
ロ
松
之
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
…
…
…
L
千
六
十
万
円

　
高
校
か
ら
光
間
の
入
口
ま
で
を
延
長

四
百
灯
、
巾
員
四
灯
に
道
路
改
良
す
る

工
事
費
で
す
。

▽
東
川
藤
倉
天
水
越
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
千
八
百
万
円

　
天
水
島
か
ら
中
坪
に
通
ず
る
天
水
島

地
内
を
延
長
六
百
二
十
四
層
、
巾
員
四

屑
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
除
雪
機
械
ブ
ル
ド
ー
ザ
D
4
P
一
輌

購
入
費
…
…
…
…
…
七
百
四
十
一
万
円

▽
雪
上
車
鉗
3
0
一
輌
購
入
費

　
　
　
　
：
…
…
…
三
百
七
十
二
万
円

町道舗装工事（松代・松之山線）

▽
県
営
事
業
負
担
金
…
…
…
千
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
町
内
の
県
道
の
改
良

舗
装
、
特
に
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
鹿

渡
線
の
改
良
促
進
の
た
め
三
億
円
の
工

事
費
を
要
求
、
ま
た
、
町
内
の
地
す
べ

り
防
止
、
砂
防
、
な
だ
れ
防
止
工
事
な

ど
の
事
業
を
促
進
す
る
た
め
国
、
県
に

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
公
共
、
県
単
事
業
費
の
要

求
総
額
八
億
四
千
万
円
に
対
す
る
町
の

負
担
金
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
土
木
費
で
は
、
町
道
の

局
部
改
良
工
事
費
百
五
十
万
円
、
町
道

敷
砂
利
等
で
五
百
八
十
万
円
な
ど
の
経

費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。



1
あ
ド
ー
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百
五
十
八
名
が

　
　
中
学
校
を
巣
立
つ

百
二
十
四
名
が
進
学

三
十
四
名
が
就
職
で
社
会
へ

　
こ
と
し
の
松
之
山
中
学
校
第

27

回
卒
業
式
は
、
三
月
十
五
日

に
行
な
わ
れ
、
卒
業
生
（
松
之

山
・
浦
田
）
百
五
十
八
名
が
、

校
長
先
生
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
渡
さ
れ
、
九

力
年
の
義
務
教
育
を
晴
れ
て
卒

業
さ
れ
、
百
二
十
四
名
が
進
学

に
、
三
十
四
名
が
就

職
で
、
社

会
へ
巣
立
ち
ま
し
た
。

　　　　　　灘…灘iiliiiiiiii萎i難iil萎ll・……嚢

1億4千万円林道・農道の整備に

活
臥

生
ホ
ー

費
レ
サ

消
テ

””””””，II鱒1“塵151”IIllIIコーホーまつのやま　49．4．108ll51闘

9　ダイヤル（翻）6HOOO

　
新
潟
県
で
は
、
消
費
者

等
に
対
し
、
生
活
関
連
物

資
の
需
給
状
況
、
価
格
動

向
な
ど
県
民
生
活
の
安
定

と
向
上
に
係
る
問
題
に
つ

い
て
、
正
確
な
情
報
を
じ

ん
速
に
提
供
す
る
た
め
、

テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

○
名
称
「
ハ
イ
、
県
く
ら

　
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」

〇
一
情
報
約
三
分
、

0
2
4
時
間
サ
ー
ビ
ス

　　　　羅ii
　　　鑛　鑛i…薙　　　　　　　　灘il　　　　　麟鍮灘糞鶯

■
農
林
水
産
業
費
…
一
億
八
千
万
円

　
農
林
業
費
で
は
、
昨
年
度
よ
り
六

百
八
十
万
円
増
で
、
一
般
会
計
中
一

番
大
き
な
比
率
の
全
体
二
十
三
％
を

し
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い

て
五
十
年
度
か
ら
事
業
に
入
る
自
然

休
養
村
計
画
費
や
、
ま
た
、
畜
産
振

興
に
共
同
牛
舎
建
設
費
、
田
な
ら
し

補
助
金
、
林
道
、
農
道
の
整
備
な
ど

大
巾
の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
農
業
振
興
費
…
…
…
…
六
百
万
円

　
各
種
農
業
団
体
に
対
す
る
農
業
奨

励
補
助
金
、
負
担
金
の
ほ
か
に
、
こ

と
し
か
ら
、
小
規
模
農
用
地
の
基
盤

村道天水越線開設

整
備
事
業
補
助
金
と
七
て
、
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
分
の
三
百
二
十
万
円
が
見
込
ま
れ

農
業
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め

に
農
用
地
の
拡
張
整
備
の
実
施
に
対
し

そ
の
事
業
費
の
一
部
を
町
が
、
毎
年
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
た
ば
こ
耕
作
組
合
、

養
蚕
組
合
、
い
ち
ご
、
長
い
も
、
な
め

こ
生
産
組
合
な
ど
団
体
に
支
出
す
る
経

費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
畜
産
振
興
費
…
…
…
三
百
九
十
万
円

　
県
内
で
は
、
始
め
て
の
こ
こ
ろ
み
に

よ
り
、
県
費
補
助
で
畜
産
振
興
の
た
め

中
原
地
区
に
共
同
牛
舎
（
六
十
頭
）
一

棟
の
建
設
費
二
百
十
万
円
、
こ
の
ほ
か

に
も
子
牛
多
頭
生
産
奨
励
補
助
金
（
二

頭
目
以
上
一
頭
に
対
し
て
二
万
円
の
補

助
）
七
十
万
円
な
ど
、
牛
生
産
奨
励
の

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
草
地
利
用
対
策
費
…
…
…
百
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
大
厳
寺
原
牧
場
の
運

営
費
が
お
も
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
自
然
休
養
村
整
備
計
画
費
…
百
万
円

　
自
然
休
養
村
事
業
を
五
十
年
度
か
ら

進
め
る
た
め
の
計
画
費
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

▽
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
費

　
　
　
　
　
　
　
…
：
…
・
千
百
万
円

　
中
立
山
分
校
が
正
和
毛
糸
工
場
と
な

り
、
中
立
山
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
地

域
の
集
会
の
場
が
な
く
な
り
、
こ
の
た

め
地
域
の
集
会
所
を
木
造
二
階
建
約
五

十
坪
を
建
設
す
る
経
費
で
す
。

▽
林
道
天
水
越
線
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
：
i
四
千
八
百
万
円

　
こ
の
林
道
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

大
厳
寺
原
牧
場
か
ら
長
野
県
野
々
海
高

原
に
通
ず
る
継
続
三
年
目
で
、
こ
と
し

は
延
長
千
五
百
堵
、
巾
員
四
嬬
を
開
設

す
る
工
事
費
で
す
。

▽
｝
般
農
道
東
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
：
…
二
千
七
百
万
円

　
継
続
二
年
目
で
、
赤
倉
部
落
内
か
ら

東
山
ま
で
を
延
長
五
百
二
十
七
娼
、
巾

員
四
・
五
屑
（
内
橋
り
ょ
う
一
橋
延
長
三

十
一
癖
巾
員
四
屑
）
に
改
良
す
る
工
事

費
で
す
。

▽
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
費
…

一
千
万
円
、
継
続
西
之
前
の
農
道
で
延

長
五
百
六
十
餌
、
巾
員
三
・
六
蝦
の
改
良

「
8
1
8
1
1
1
8
6
1
1
1
1
」

んなで投票伸びゆく県政

f
・ 3　”　　わたくしたちの代表として

）　　　　　　4年間の県政を担当する人を

投票日懲

4月21日

“

⑪⑬⑪ぎ
血
∪
8
6
り
9
血
り
8
◎
り
6
騒
6
り
◎
り
＆
り
・
3
り
皇
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手
帳
を
交
付

　
　
　
　
精
神
薄
弱
児

　
　
　
　
　
（
者
）
に

　
新
潟
県
で
は
、
こ
と
し
か
ら

精
神
薄
弱
児
（
者
）
の
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
た
め
、
　
「
療
育

手
帳
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
精
神
薄
弱

児
（
者
）
に
対
す
る
一
貫
し
た

指
導
、
相
談
を
児
童
相
談
・
所
、

精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
等
で

行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
方

を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
各

種
の
援
助
措
置
（
例
え
ば
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
、
心
身
障
害

者
扶
養
共
済
、
所
得
税
、
住
民

税
の
諸
控
除
お
よ
び
減
免
な
ど
）

が
う
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

1
申
　
請
－

　
現
在
社
会
課
で
、
申
請
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
保

護
者
の
方
は
厚
生
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
施
設
入
所
者
、
既

判
定
の
方
の
申
請
は
進
め
て
お

り
ま
す
。

1
交
付
対
象
者
－

　
手
帳
は
、
児
童
相
談
所
ま
た

は
、
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所

に
お
い
て
、
精
神
薄
弱
と
判
定

さ
れ
た
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

構：＝購＝‘灘

…
灘

灘i馨

老
人
福
祉
の
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
四
百
万
円

目
民
生
費
…
…
…
…
六
千
七
百
万
円
　
　
　
次
に
、
各
保
育
所
費

　
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
五
百
六

十
万
円
増
額
、
お
も
な
内
容
は
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
老
人
に
老
人
福
祉
の
充

実
の
た
め
、
そ
の
経
費
、
老
人
医
療

費
、
ひ
と
り
老
人
医
療
費
、
老
人
奉

仕
員
費
、
ひ
と
り
老
人
世
帯
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
設
置
費
や
、
ね
た
き
り
老
人

用
特
別
寝
台
二
台
な
ど
で
二
千
四
百

万
円
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
（
十

七
ク
ラ
ブ
分
）
五
十
八
万
八
千
円
、

老
人
健
康
診
査
費
四
十
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
設
、
へ
き

地
、
季
節
）
で
二
千
九
百
万
円
が
計
上

さ
れ
、
園
長
、
保
母
の
手
当
の
ほ
か
、

各
保
育
所
の
運
営
費
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
重
度
心
身
障
害
児
者
の

医
療
費
や
、
児
童
手
当
（
二
百
三
十
五

人
）
八
百
四
十
万
円
、
国
民
年
金
事
務

費
四
百
五
十
万
円
、
老
人
い
こ
い
の
家

運
営
費
二
百
八
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
（
松
寿
荘
オ
ー
プ
ン
に
そ
な

え
て
次
に
使
用
料
金
表
を
掲
さ
い
し
ま

し
た
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）

●松寿荘の使用料金表

町　内　60

才以上の者

個　人

団　体（1人につき）

50円

40円

一　　　般

町　　　民

個　人

団　体（1人につき）
100円
8（1円

町外者
個　人

団体（1人につき）
200円
150円

注、団体とは引率者のいる10人以上のもの

、。z∴。

灘醸

予防接種・検診の向上に努力

■
衛
生
費
…
…

－
…
…
⊥
二
千
万
円

　
昨
年
度
よ
り
千

六
百
万
円
の
増
額

　
衛
生
費
関
係
で

は
、
毎
年
町
民
の

健
康
を
守
る
た
め

予
防
接
種
や
検
診

費
、
母
子
保
健
の

た
め
に
妊
産
婦
お

よ
び
乳
児
医
療
費

の
助
成
な
ど
母
子

保
健
と
福
祉
の
増

進
に
六
百
四
十
万

円
計
上
し
た
ほ
か

　
衛
生
費
全
体
か

ら
し
て
、
昨
年
度

か
ら
医
薬
品
の
値
上
り
が
、
四
十
％
に

も
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
他
会
計
繰
出

金
（
松
之
山
診
療
所
会
計
に
七
百
五
十

万
円
、
浦
田
診
療
所
会
計
に
百
五
十
万

円
、
国
民
健
康
保
険
会
計
に
二
百
万
円
）

が
、
新
し
く
含
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
内

容
の
一
番
大
き
な
支
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

次
に
、
ご
み
し
尿
処
理
関
係
で
は
、

収
集
車
の
入
ら
な
い
部
落
に
、
ご
み
焼

却
炉
設
置
補
助
十
三
万
円
、
津
南
清
掃

セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
で
、
し
尿
処
理

関
係
と
ご
み
処
理
関
係
を
あ
わ
せ
て
四

百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
営
火
葬
場
運
営
費
に

七
十
五
万
円
な
ど
経
常
的
な
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
葬
場
の
使
用
料
が
、
改
正
さ
れ
た

の
で
、
次
に
掲
さ
い
し
ま
し
た
の
で
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

●火葬場の使用料

区　　　分 使　　用　　料

12才以上の者 1人につき5，000円

12才未満の者 〃　　3，000円

死産胎児 1胎につき2，000円

分娩による汚物 1個につき2，000円

死体運搬車を
利用した場合

1回につぎ1，0（X）円

　交通

安
全
は
、
町
民
の
願
い

で
す
。
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
ま

で
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
全

国
｝
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
安
全

　
　
　
　
の
マ
ナ
ー
を
高
め
、

春の交通安全運動の実旋

事
故
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
町
と
安
塚

警
察
署
で
は
、
こ
の

運
動
期
間
に
次
の
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。口

歩
行
者
と
く
に
新

入
学
児
童
、
保
育
園

児
の
安
全
教
育
を
実

施
し
ま
す
。

口
飲
酒
運
転
の
防
止

口
高
速
ぽ
う
そ
う
運

転
の
防
止

ロ
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

内
の
児
童
、
園
児
の

歩
行
優
先
。
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百
五
十
八
名
が

　
　
中
学
校
を
巣
立
つ

百
二
十
四
名
が
進
学

三
十
四
名
が
就
職
で
社
会
へ

　
こ
と
し
の
松
之
山
中
学
校
第

27

回
卒
業
式
は
、
三
月
十
五
日

に
行
な
わ
れ
、
卒
業
生
（
松
之

山
・
浦
田
）
百
五
十
八
名
が
、

校
長
先
生
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
渡
さ
れ
、
九

力
年
の
義
務
教
育
を
晴
れ
て
卒

業
さ
れ
、
百
二
十
四
名
が
進
学

に
、
三
十
四
名
が
就

職
で
、
社

会
へ
巣
立
ち
ま
し
た
。

　　　　　　灘…灘iiliiiiiiii萎i難iil萎ll・……嚢

1億4千万円林道・農道の整備に

活
臥

生
ホ
ー

費
レ
サ

消
テ
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新
潟
県
で
は
、
消
費
者

等
に
対
し
、
生
活
関
連
物

資
の
需
給
状
況
、
価
格
動

向
な
ど
県
民
生
活
の
安
定

と
向
上
に
係
る
問
題
に
つ

い
て
、
正
確
な
情
報
を
じ

ん
速
に
提
供
す
る
た
め
、

テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

○
名
称
「
ハ
イ
、
県
く
ら

　
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」

〇
一
情
報
約
三
分
、

0
2
4
時
間
サ
ー
ビ
ス

　　　　羅ii
　　　鑛　鑛i…薙　　　　　　　　灘il　　　　　麟鍮灘糞鶯

■
農
林
水
産
業
費
…
一
億
八
千
万
円

　
農
林
業
費
で
は
、
昨
年
度
よ
り
六

百
八
十
万
円
増
で
、
一
般
会
計
中
一

番
大
き
な
比
率
の
全
体
二
十
三
％
を

し
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い

て
五
十
年
度
か
ら
事
業
に
入
る
自
然

休
養
村
計
画
費
や
、
ま
た
、
畜
産
振

興
に
共
同
牛
舎
建
設
費
、
田
な
ら
し

補
助
金
、
林
道
、
農
道
の
整
備
な
ど

大
巾
の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
農
業
振
興
費
…
…
…
…
六
百
万
円

　
各
種
農
業
団
体
に
対
す
る
農
業
奨

励
補
助
金
、
負
担
金
の
ほ
か
に
、
こ

と
し
か
ら
、
小
規
模
農
用
地
の
基
盤

村道天水越線開設

整
備
事
業
補
助
金
と
七
て
、
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
分
の
三
百
二
十
万
円
が
見
込
ま
れ

農
業
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め

に
農
用
地
の
拡
張
整
備
の
実
施
に
対
し

そ
の
事
業
費
の
一
部
を
町
が
、
毎
年
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
た
ば
こ
耕
作
組
合
、

養
蚕
組
合
、
い
ち
ご
、
長
い
も
、
な
め

こ
生
産
組
合
な
ど
団
体
に
支
出
す
る
経

費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
畜
産
振
興
費
…
…
…
三
百
九
十
万
円

　
県
内
で
は
、
始
め
て
の
こ
こ
ろ
み
に

よ
り
、
県
費
補
助
で
畜
産
振
興
の
た
め

中
原
地
区
に
共
同
牛
舎
（
六
十
頭
）
一

棟
の
建
設
費
二
百
十
万
円
、
こ
の
ほ
か

に
も
子
牛
多
頭
生
産
奨
励
補
助
金
（
二

頭
目
以
上
一
頭
に
対
し
て
二
万
円
の
補

助
）
七
十
万
円
な
ど
、
牛
生
産
奨
励
の

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
草
地
利
用
対
策
費
…
…
…
百
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
大
厳
寺
原
牧
場
の
運

営
費
が
お
も
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
自
然
休
養
村
整
備
計
画
費
…
百
万
円

　
自
然
休
養
村
事
業
を
五
十
年
度
か
ら

進
め
る
た
め
の
計
画
費
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

▽
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
費

　
　
　
　
　
　
　
…
：
…
・
千
百
万
円

　
中
立
山
分
校
が
正
和
毛
糸
工
場
と
な

り
、
中
立
山
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
地

域
の
集
会
の
場
が
な
く
な
り
、
こ
の
た

め
地
域
の
集
会
所
を
木
造
二
階
建
約
五

十
坪
を
建
設
す
る
経
費
で
す
。

▽
林
道
天
水
越
線
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
：
i
四
千
八
百
万
円

　
こ
の
林
道
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

大
厳
寺
原
牧
場
か
ら
長
野
県
野
々
海
高

原
に
通
ず
る
継
続
三
年
目
で
、
こ
と
し

は
延
長
千
五
百
堵
、
巾
員
四
嬬
を
開
設

す
る
工
事
費
で
す
。

▽
｝
般
農
道
東
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
：
…
二
千
七
百
万
円

　
継
続
二
年
目
で
、
赤
倉
部
落
内
か
ら

東
山
ま
で
を
延
長
五
百
二
十
七
娼
、
巾

員
四
・
五
屑
（
内
橋
り
ょ
う
一
橋
延
長
三

十
一
癖
巾
員
四
屑
）
に
改
良
す
る
工
事

費
で
す
。

▽
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
費
…

一
千
万
円
、
継
続
西
之
前
の
農
道
で
延

長
五
百
六
十
餌
、
巾
員
三
・
六
蝦
の
改
良

「
8
1
8
1
1
1
8
6
1
1
1
1
」

んなで投票伸びゆく県政

f
・ 3　”　　わたくしたちの代表として

）　　　　　　4年間の県政を担当する人を

投票日懲

4月21日

“

⑪⑬⑪ぎ
血
∪
8
6
り
9
血
り
8
◎
り
6
騒
6
り
◎
り
＆
り
・
3
り
皇
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手
帳
を
交
付

　
　
　
　
精
神
薄
弱
児

　
　
　
　
　
（
者
）
に

　
新
潟
県
で
は
、
こ
と
し
か
ら

精
神
薄
弱
児
（
者
）
の
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
た
め
、
　
「
療
育

手
帳
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
精
神
薄
弱

児
（
者
）
に
対
す
る
一
貫
し
た

指
導
、
相
談
を
児
童
相
談
・
所
、

精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
等
で

行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
方

を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
各

種
の
援
助
措
置
（
例
え
ば
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
、
心
身
障
害

者
扶
養
共
済
、
所
得
税
、
住
民

税
の
諸
控
除
お
よ
び
減
免
な
ど
）

が
う
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

1
申
　
請
－

　
現
在
社
会
課
で
、
申
請
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
保

護
者
の
方
は
厚
生
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
施
設
入
所
者
、
既

判
定
の
方
の
申
請
は
進
め
て
お

り
ま
す
。

1
交
付
対
象
者
－

　
手
帳
は
、
児
童
相
談
所
ま
た

は
、
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所

に
お
い
て
、
精
神
薄
弱
と
判
定

さ
れ
た
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

構：＝購＝‘灘

…
灘

灘i馨

老
人
福
祉
の
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
四
百
万
円

目
民
生
費
…
…
…
…
六
千
七
百
万
円
　
　
　
次
に
、
各
保
育
所
費

　
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
五
百
六

十
万
円
増
額
、
お
も
な
内
容
は
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
老
人
に
老
人
福
祉
の
充

実
の
た
め
、
そ
の
経
費
、
老
人
医
療

費
、
ひ
と
り
老
人
医
療
費
、
老
人
奉

仕
員
費
、
ひ
と
り
老
人
世
帯
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
設
置
費
や
、
ね
た
き
り
老
人

用
特
別
寝
台
二
台
な
ど
で
二
千
四
百

万
円
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
（
十

七
ク
ラ
ブ
分
）
五
十
八
万
八
千
円
、

老
人
健
康
診
査
費
四
十
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
設
、
へ
き

地
、
季
節
）
で
二
千
九
百
万
円
が
計
上

さ
れ
、
園
長
、
保
母
の
手
当
の
ほ
か
、

各
保
育
所
の
運
営
費
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
重
度
心
身
障
害
児
者
の

医
療
費
や
、
児
童
手
当
（
二
百
三
十
五

人
）
八
百
四
十
万
円
、
国
民
年
金
事
務

費
四
百
五
十
万
円
、
老
人
い
こ
い
の
家

運
営
費
二
百
八
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
（
松
寿
荘
オ
ー
プ
ン
に
そ
な

え
て
次
に
使
用
料
金
表
を
掲
さ
い
し
ま

し
た
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）

●松寿荘の使用料金表

町　内　60

才以上の者

個　人

団　体（1人につき）

50円

40円

一　　　般

町　　　民

個　人

団　体（1人につき）
100円
8（1円

町外者
個　人

団体（1人につき）
200円
150円

注、団体とは引率者のいる10人以上のもの

、。z∴。

灘醸

予防接種・検診の向上に努力

■
衛
生
費
…
…

－
…
…
⊥
二
千
万
円

　
昨
年
度
よ
り
千

六
百
万
円
の
増
額

　
衛
生
費
関
係
で

は
、
毎
年
町
民
の

健
康
を
守
る
た
め

予
防
接
種
や
検
診

費
、
母
子
保
健
の

た
め
に
妊
産
婦
お

よ
び
乳
児
医
療
費

の
助
成
な
ど
母
子

保
健
と
福
祉
の
増

進
に
六
百
四
十
万

円
計
上
し
た
ほ
か

　
衛
生
費
全
体
か

ら
し
て
、
昨
年
度

か
ら
医
薬
品
の
値
上
り
が
、
四
十
％
に

も
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
他
会
計
繰
出

金
（
松
之
山
診
療
所
会
計
に
七
百
五
十

万
円
、
浦
田
診
療
所
会
計
に
百
五
十
万

円
、
国
民
健
康
保
険
会
計
に
二
百
万
円
）

が
、
新
し
く
含
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
内

容
の
一
番
大
き
な
支
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

次
に
、
ご
み
し
尿
処
理
関
係
で
は
、

収
集
車
の
入
ら
な
い
部
落
に
、
ご
み
焼

却
炉
設
置
補
助
十
三
万
円
、
津
南
清
掃

セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
で
、
し
尿
処
理

関
係
と
ご
み
処
理
関
係
を
あ
わ
せ
て
四

百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
営
火
葬
場
運
営
費
に

七
十
五
万
円
な
ど
経
常
的
な
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
葬
場
の
使
用
料
が
、
改
正
さ
れ
た

の
で
、
次
に
掲
さ
い
し
ま
し
た
の
で
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

●火葬場の使用料

区　　　分 使　　用　　料

12才以上の者 1人につき5，000円

12才未満の者 〃　　3，000円

死産胎児 1胎につき2，000円

分娩による汚物 1個につき2，000円

死体運搬車を
利用した場合

1回につぎ1，0（X）円

　交通

安
全
は
、
町
民
の
願
い

で
す
。
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
ま

で
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
全

国
｝
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
安
全

　
　
　
　
の
マ
ナ
ー
を
高
め
、

春の交通安全運動の実旋

事
故
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
町
と
安
塚

警
察
署
で
は
、
こ
の

運
動
期
間
に
次
の
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。口

歩
行
者
と
く
に
新

入
学
児
童
、
保
育
園

児
の
安
全
教
育
を
実

施
し
ま
す
。

口
飲
酒
運
転
の
防
止

口
高
速
ぽ
う
そ
う
運

転
の
防
止

ロ
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

内
の
児
童
、
園
児
の

歩
行
優
先
。
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新
潟
県
知
事
選
挙

日
旧
明
る
く

楓
棚
正
し
い
選
挙

松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
　
小
野
塚
与
一

　
主
権
在
民
の
憲
法
の
下
で
、

数
々
の
選
挙
を
経
験
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
代
議
制
度
の
本
旨

を
知
り
、
選
挙
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
実
は
地
域
の

選
挙
が
過
熱
気
味
に
な
る
反
面

県
政
、
国
政
レ
ベ
ル
の
選
挙
に

な
る
と
関
心
が
薄
れ
、
投
票
意

欲
が
見
落
し
が
ち
で
、
投
票
率

も
低
下
し
て
く
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
特
に
新
有
権
者
層
、
若
い
人

達
の
選
挙
に
対
す
る
無
関
心
度

一
歩
進
め
て
“
脱
政
治
”
の
風

潮
に
は
憂
慮
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。　

松
之
山
町
で
は
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
組
織

し
て
、
選
挙
の
都
度
、
啓
発
活

動
を
行
い
、
投
票
に
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

灘灘嚢欝纏
…
㎜
灘

建

設

費

千

八

百

万

円

■
総
務
費
…
…
…
…
九
千
三
百
万
円

　
総
務
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千
七

百
万
円
の
増
額
で
、
お
も
な
内
容
は

三
役
の
報
酬
六
百
七
十
万
円
、
一
般

職
員
（
二
十
三
人
）
給
料
三
千
六
百

八
十
七
万
円
の
人
件
費
の
ほ
か
、
四

月
二
十
一
日
投
票
の
新
潟
県
知
事
選

挙
費
、
七
月
予
定
の
参
議
院
議
員
選

挙
費
や
、
こ
と
し
建
設
の
見
通
し
が

つ
い
た
克
雪
管
理
セ
ン
タ
i
建
設
費

（
ニ
カ
年
継
続
事
業
）
千
八
百
万
円

で
、
鉄
筋
二
階
建
延
百
三
十
八
坪
を

3億3千4百万円国保会計予算総額

高額療養制度が発足7月

　から

17．7％アップ●●国保税は一世帯当り

一助産費は2万円に・葬祭費は8手円に一

浦
田
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
は
、
経
常
的
な
経
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
費
…
…
…
八
百
七
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
町
内
中
小
企
業
貸
付

金
四
百
五
十
万
円
、
町
商
工
会
補
助
金

七
十
五
万
円
、
町
観
光
協
会
補
助
金
六

十
万
円
の
ほ
か
、
町
の
観
光
に
必
要
な

経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
労
働
費
…
：
…
…
－
…
六
百
二
十
万
円

　
労
働
費
は
、
昨
年
度
よ
り
四
十
二
十
百

万
円
の
増
額
、
こ
の
経
費
は
お
も
に
出

　
国
保
の
医
療
費
は
、
こ
と
し
の
一
月

か
ら
の
老
人
医
療
費
無
料
化
制
度
の
実

施
で
、
大
巾
に
増
大
し
た
う
え
、
こ
と

し
の
二
月
か
ら
の
平
均
十
七
・
五
％
の
医

療
費
値
上
げ
も
く
わ
わ
り
、
本
年
度
は

前
年
当
初
と
比
較
し
て
、
五
十
四
％
も

増
え
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
二
百
万
円

の
繰
り
入
れ
と
、
国
保
給
付
準
備
基
金

の
傷
く
ず
し
五
百
万
円
を
計
上
し
、

極
力
保
険
税
の
大
巾
ア
ツ
プ
を
お
さ
え

ま
盈
が
、
直
診
会
計
の
繰
り
出
し
が

多
額
な
こ
と
も
あ
り
、
前
年
比
十
七
・
七

％
ア
ッ
プ
の
一
世
帯
当
た
り
四
万
二
千

九
百
八
十
七
円
の
保
険
税
に
な
り
ま
し

た
。　

給
付
の
面
で
は
、
七
月
か
ら
三
万
円

以
上
の
自
己
負
担
が
あ
る
場
合
、
三
万

稼
関
係
で
、
町
出
稼
共
助
会
費
、
出
稼

者
リ
ー
ダ
会
議
費
、
帰
省
再
赴
任
、
ハ
ス

代
な
ど
の
ほ
か
、
町
内
職
セ
ン
タ
ー
運

営
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

陰
鮪
轡

口
消
防
費
－
：
…
：
…
…
二
千
八
百
万
円

　
消
防
費
関
係
で
は
、
町
民
の
生
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
防
ぐ
た
め
に
、
年
々

消
防
施
設
の
充
実
と
、
消
火
活
動
の
機

動
性
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
た
め
に
、
こ
と
し
も
防
火
水
槽

三
基
の
新
設
、
消
防
道
路
や
給
水
施
設

円
を
超
え
た
分
を
、
国
保
で
負
担
す
る

と
い
う
高
額
療
養
費
の
制
度
が
発
足
し

こ
れ
は
長
期
療
養
の
方
、
あ
る
い
は
、

む
ず
か
し
い
病
気
の
方
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
は
一
ヵ
月
三
万
円
ま
で
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
国
保
制
度
発
足
以

来
の
か
っ
き
的
な
給
付
の
改
善
と
い
え

ま
す
。

　
ま
た
、
助
産
費
を
一
万
円
か
ら
二
万

円
に
、
葬
祭
費
を
五
千
円
か
ら
八
千
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

、
〃

の
補
助
で
、
消
防
施
設
費
に
三
百
三
十

万
円
の
ほ
か
、
消
防
無
線
電
話
の
新
設

費
百
万
円
、
草
ぶ
き
屋
根
補
助
金
（
改

造
）
四
十
万
円
、
上
越
地
域
広
域
消
防

組
合
負
担
金
千
七
百
万
円
を
計
上
し
、

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
団
員
の
報
酬
、
火

災
出
動
手
当
な
ど
経
常
費
を
あ
わ
せ
て

二
千
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
消
防
費

で
は
、
昨
年
度
よ
り
五
百
六
十
万
円
多

く
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
災
害
復
旧
費
…
…
…
七
百
八
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
農
地
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
で
、
田
麦
立
地
区
の
田
（
一

町
五
反
）
復
旧
工
事
費
四
百
六
十
万
円

が
お
も
な
経
費
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
会
計

■
湯
本
簡
易
水
道
…
六
十
八
万
八
千
円

■
松
之
山
地
区
簡
易
水
道

　
　
　
　
…
…
五
百
三
十
二
万
六
千
円

口
湯
山
簡
易
水
道
…
八
十
五
万
七
千
円

　
い
ず
れ
も
管
理
運
営
費
を
計
上

鋤珈

／

△松之山簡水布設工事

㎜
　
違
反
を
防
止
し
、
清
潔
な
選

㎜
挙
が
理
想
で
あ
る
こ
と
は
申
す

ひ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
有
権
者
の
み
な
さ
ん
、
選
挙

　
駄
の
時
墜
票
の
力
の
葵
走

4
思
い
を
い
た
し
、
投
票
で
き
る

ま
状
態
に
あ
り
な
が
ら
棄
権
す
る

や
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
弁
護
し

幻
よ
う
と
窺
実
か
ら
の
、
逃
避

一
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
く
自
覚

ホ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

｝
す
・

　
投
票
に
は
有
権
者
総
参
加
し

て
、
公
正
な
選
択
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
、
選
挙
の
課
題
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
来
る
四
月
二
十
一
日
は
第
九

回
新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

で
す
。
み
な
さ
ん
有
権
者
と
し

て
の
原
点
に
た
ち
か
え
り
、
知

事
選
挙
の
意
義
を
銘
記
し
て
く

だ
さ
い
。

」

9
へ

噸

肋

　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噸
曹

農
業
共
涜
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
会
計
、
、

冨｝、

7

　
農
業
共
済
会
計
予
算
は
、
総
額
二

千
五
百
一
万
円
で
、
農
作
九
百
二
十

六
万
円
、
蚕
繭
二
十
二
万
円
、
家
畜

三
百
十
二
万
円
、
業
務
千
二
百
四
十

一
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
守
る
完
全
補
償
運
動
の
な

か
に
あ
っ
て
、
単
位
当
り
共
済
金
額

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
農
家
の
稲
作

蚕
繭
家
畜
を
お
守
り
す
る
た
め
に
、

水
稲
は
告
示
最
高
額
の
一
㎏
当
り
百

五
十
円
に
春
蚕
繭
は
箱
当
り
二
万
一
千

円
、
初
秋
蚕
繭
は
一
万
八
千
円
、
晩
秋

蚕
繭
は
一
万
八
千
円
に
引
ぎ
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

○
掛
金
納
入
推
進
手
当

　
今
ま
で
水
稲
共
済
掛
金
か
ら
、
十
％

の
掛
金
補
助
分
を
差
し
引
い
て
、
み
な

さ
ら
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
と
し
か
ら
は
掛
金
か
ら
補
助
金

を
差
し
引
く
方
法
が
、
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
全
額
納
め
て
い
た
だ
き

そ
の
後
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
十
、

％
分
支
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。○

翠
度
無
事
戻
金

　
八
十
二
万
一
千
円

　
本
年
度
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
4
6
年
度
か
ら
4
8
年
度
ま
で
の
三

年
間
に
、
支
払
わ
れ
た
共
済
掛
金
（
事

務
費
賦
課
金
は
除
く
）
の
合
計
額
の
三

分
の
一
か
ら
、
46
年
度
か
ら
4
8
年
度
の

三
年
間
に
支
払
っ
た
共
済
金
お
よ
び
4
7

年
と
4
8
年
に
支
払
っ
た
、
無
事
戻
金
を

差
い
引
い
た
残
額
が
、
49
年
度
の
無
事

戻
金
と
な
り
、
対
象
者
は
九
百
七
十
八

名
に
な
り
ま
す
。

○
損
害
防
止
事
業

　
損
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、
背
負

動
散
三
十
台
、
一
台
二
万
円
の
補
助
を

計
画
し
、
養
蚕
で
は
、
各
戸
に
農
協
を

通
じ
て
配
蚕
前
に
ホ
ル
マ
リ
ン
で
消
毒

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
建
物
　
共
　
済

　
建
物
共
済
加
入
推
進
に
は
、
嘱
託
員

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
昨
年
度
で
は
、

一
戸
当
り
百
四
十
万
円
と
伸
び
、
不
慮

の
事
故
に
供
え
て
、
時
価
額
い
っ
ば
い

の
高
額
加
入
を
お
願
い
し
、
4
9
年
度
は

加
入
各
戸
に
粗
品
を
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
く
計
画
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

隣にも声かけ

あってよい防火

　長い冬も終りをつげ、やっと春を

迎えたという感じのこのごろですが

上越地域消防組合管内において、

今年に入ってからは、昨年より早ぺ

一スで火災件数が伸びております。

　これからは、外仕事が多くなりま

すので、火の元には十分ご注意くだ

さい。

■わが家の避難点検

○家族の話し合いによる避難方法、

○老人、子ども、病弱者等の就寝場

　所の総点検

■たばこの投げ捨てと寝たばこ防止

■外出、就寝前の火の元点検

■消火器具のそなえつけと再点検

■たきびの跡始末を完全にすること

　“分遣所からのお知らせ”

……火事と救急は……
　火事または救急の場合の通報は、

郵便局を呼び出し「火事」　「救急」

と正しく言い、分遣所が出ましたら

「部落」　「家号」を落ちついて言っ

てください。

　　　　　　　（松代消防分遣所）口

○
豪
雪
の
克
服
は
育

　
苗
ハ
ウ
ス
で

　
湯
山
葉
た
ば
こ
生
産
組
合
で
は
、
4
8

年
総
事
業
費
四
百
九
十
万
円
の
共
同
出

資
に
よ
り
、
軽
量
鉄
骨
造
り
の
育
苗
ハ

ウ
ス
を
完
成
し
、
こ
と
し
の
育
苗
計
画

は
、
葉
た
ば
こ
五
㎞
分
と
そ
の
間
に
な

す
、
き
ゅ
う
り
、
と
ま
と
も
育
成
し
、

そ
の
あ
と
、
水
稲
の
育
苗
、
稲
が
終
っ

た
あ
と
は
、
し
い
た
け
を
栽
培
す
る
と

い
う
、
フ
ル
回
転
の
計
画
で
す
。

　
三
月
七
日
に
播
種
を
終
え
た
共
同
出

資
者
の
一
人
、
湯
山
樋
ロ
真
一
さ
ん
は

こ
と
し
の
よ
う
に
豪
雪
の
時
は
、
最
高

で
す
ね
と
意
欲
を
も
や
し
て
い
ま
す
。
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新
潟
県
知
事
選
挙

日
旧
明
る
く

楓
棚
正
し
い
選
挙

松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
　
小
野
塚
与
一

　
主
権
在
民
の
憲
法
の
下
で
、

数
々
の
選
挙
を
経
験
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
代
議
制
度
の
本
旨

を
知
り
、
選
挙
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
実
は
地
域
の

選
挙
が
過
熱
気
味
に
な
る
反
面

県
政
、
国
政
レ
ベ
ル
の
選
挙
に

な
る
と
関
心
が
薄
れ
、
投
票
意

欲
が
見
落
し
が
ち
で
、
投
票
率

も
低
下
し
て
く
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
特
に
新
有
権
者
層
、
若
い
人

達
の
選
挙
に
対
す
る
無
関
心
度

一
歩
進
め
て
“
脱
政
治
”
の
風

潮
に
は
憂
慮
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。　

松
之
山
町
で
は
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
組
織

し
て
、
選
挙
の
都
度
、
啓
発
活

動
を
行
い
、
投
票
に
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

灘灘嚢欝纏
…
㎜
灘

建

設

費

千

八

百

万

円

■
総
務
費
…
…
…
…
九
千
三
百
万
円

　
総
務
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千
七

百
万
円
の
増
額
で
、
お
も
な
内
容
は

三
役
の
報
酬
六
百
七
十
万
円
、
一
般

職
員
（
二
十
三
人
）
給
料
三
千
六
百

八
十
七
万
円
の
人
件
費
の
ほ
か
、
四

月
二
十
一
日
投
票
の
新
潟
県
知
事
選

挙
費
、
七
月
予
定
の
参
議
院
議
員
選

挙
費
や
、
こ
と
し
建
設
の
見
通
し
が

つ
い
た
克
雪
管
理
セ
ン
タ
i
建
設
費

（
ニ
カ
年
継
続
事
業
）
千
八
百
万
円

で
、
鉄
筋
二
階
建
延
百
三
十
八
坪
を

3億3千4百万円国保会計予算総額

高額療養制度が発足7月

　から

17．7％アップ●●国保税は一世帯当り

一助産費は2万円に・葬祭費は8手円に一

浦
田
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
は
、
経
常
的
な
経
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
費
…
…
…
八
百
七
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
町
内
中
小
企
業
貸
付

金
四
百
五
十
万
円
、
町
商
工
会
補
助
金

七
十
五
万
円
、
町
観
光
協
会
補
助
金
六

十
万
円
の
ほ
か
、
町
の
観
光
に
必
要
な

経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
労
働
費
…
：
…
…
－
…
六
百
二
十
万
円

　
労
働
費
は
、
昨
年
度
よ
り
四
十
二
十
百

万
円
の
増
額
、
こ
の
経
費
は
お
も
に
出

　
国
保
の
医
療
費
は
、
こ
と
し
の
一
月

か
ら
の
老
人
医
療
費
無
料
化
制
度
の
実

施
で
、
大
巾
に
増
大
し
た
う
え
、
こ
と

し
の
二
月
か
ら
の
平
均
十
七
・
五
％
の
医

療
費
値
上
げ
も
く
わ
わ
り
、
本
年
度
は

前
年
当
初
と
比
較
し
て
、
五
十
四
％
も

増
え
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
二
百
万
円

の
繰
り
入
れ
と
、
国
保
給
付
準
備
基
金

の
傷
く
ず
し
五
百
万
円
を
計
上
し
、

極
力
保
険
税
の
大
巾
ア
ツ
プ
を
お
さ
え

ま
盈
が
、
直
診
会
計
の
繰
り
出
し
が

多
額
な
こ
と
も
あ
り
、
前
年
比
十
七
・
七

％
ア
ッ
プ
の
一
世
帯
当
た
り
四
万
二
千

九
百
八
十
七
円
の
保
険
税
に
な
り
ま
し

た
。　

給
付
の
面
で
は
、
七
月
か
ら
三
万
円

以
上
の
自
己
負
担
が
あ
る
場
合
、
三
万

稼
関
係
で
、
町
出
稼
共
助
会
費
、
出
稼

者
リ
ー
ダ
会
議
費
、
帰
省
再
赴
任
、
ハ
ス

代
な
ど
の
ほ
か
、
町
内
職
セ
ン
タ
ー
運

営
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

陰
鮪
轡

口
消
防
費
－
：
…
：
…
…
二
千
八
百
万
円

　
消
防
費
関
係
で
は
、
町
民
の
生
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
防
ぐ
た
め
に
、
年
々

消
防
施
設
の
充
実
と
、
消
火
活
動
の
機

動
性
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
た
め
に
、
こ
と
し
も
防
火
水
槽

三
基
の
新
設
、
消
防
道
路
や
給
水
施
設

円
を
超
え
た
分
を
、
国
保
で
負
担
す
る

と
い
う
高
額
療
養
費
の
制
度
が
発
足
し

こ
れ
は
長
期
療
養
の
方
、
あ
る
い
は
、

む
ず
か
し
い
病
気
の
方
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
は
一
ヵ
月
三
万
円
ま
で
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
国
保
制
度
発
足
以

来
の
か
っ
き
的
な
給
付
の
改
善
と
い
え

ま
す
。

　
ま
た
、
助
産
費
を
一
万
円
か
ら
二
万

円
に
、
葬
祭
費
を
五
千
円
か
ら
八
千
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

、
〃

の
補
助
で
、
消
防
施
設
費
に
三
百
三
十

万
円
の
ほ
か
、
消
防
無
線
電
話
の
新
設

費
百
万
円
、
草
ぶ
き
屋
根
補
助
金
（
改

造
）
四
十
万
円
、
上
越
地
域
広
域
消
防

組
合
負
担
金
千
七
百
万
円
を
計
上
し
、

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
団
員
の
報
酬
、
火

災
出
動
手
当
な
ど
経
常
費
を
あ
わ
せ
て

二
千
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
消
防
費

で
は
、
昨
年
度
よ
り
五
百
六
十
万
円
多

く
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
災
害
復
旧
費
…
…
…
七
百
八
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
農
地
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
で
、
田
麦
立
地
区
の
田
（
一

町
五
反
）
復
旧
工
事
費
四
百
六
十
万
円

が
お
も
な
経
費
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
会
計

■
湯
本
簡
易
水
道
…
六
十
八
万
八
千
円

■
松
之
山
地
区
簡
易
水
道

　
　
　
　
…
…
五
百
三
十
二
万
六
千
円

口
湯
山
簡
易
水
道
…
八
十
五
万
七
千
円

　
い
ず
れ
も
管
理
運
営
費
を
計
上

鋤珈

／

△松之山簡水布設工事

㎜
　
違
反
を
防
止
し
、
清
潔
な
選

㎜
挙
が
理
想
で
あ
る
こ
と
は
申
す

ひ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
有
権
者
の
み
な
さ
ん
、
選
挙

　
駄
の
時
墜
票
の
力
の
葵
走

4
思
い
を
い
た
し
、
投
票
で
き
る

ま
状
態
に
あ
り
な
が
ら
棄
権
す
る

や
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
弁
護
し

幻
よ
う
と
窺
実
か
ら
の
、
逃
避

一
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
く
自
覚

ホ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

｝
す
・

　
投
票
に
は
有
権
者
総
参
加
し

て
、
公
正
な
選
択
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
、
選
挙
の
課
題
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
来
る
四
月
二
十
一
日
は
第
九

回
新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

で
す
。
み
な
さ
ん
有
権
者
と
し

て
の
原
点
に
た
ち
か
え
り
、
知

事
選
挙
の
意
義
を
銘
記
し
て
く

だ
さ
い
。

」

9
へ

噸

肋

　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噸
曹

農
業
共
涜
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
会
計
、
、

冨｝、

7

　
農
業
共
済
会
計
予
算
は
、
総
額
二

千
五
百
一
万
円
で
、
農
作
九
百
二
十

六
万
円
、
蚕
繭
二
十
二
万
円
、
家
畜

三
百
十
二
万
円
、
業
務
千
二
百
四
十

一
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
守
る
完
全
補
償
運
動
の
な

か
に
あ
っ
て
、
単
位
当
り
共
済
金
額

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
農
家
の
稲
作

蚕
繭
家
畜
を
お
守
り
す
る
た
め
に
、

水
稲
は
告
示
最
高
額
の
一
㎏
当
り
百

五
十
円
に
春
蚕
繭
は
箱
当
り
二
万
一
千

円
、
初
秋
蚕
繭
は
一
万
八
千
円
、
晩
秋

蚕
繭
は
一
万
八
千
円
に
引
ぎ
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

○
掛
金
納
入
推
進
手
当

　
今
ま
で
水
稲
共
済
掛
金
か
ら
、
十
％

の
掛
金
補
助
分
を
差
し
引
い
て
、
み
な

さ
ら
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
と
し
か
ら
は
掛
金
か
ら
補
助
金

を
差
し
引
く
方
法
が
、
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
全
額
納
め
て
い
た
だ
き

そ
の
後
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
十
、

％
分
支
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。○

翠
度
無
事
戻
金

　
八
十
二
万
一
千
円

　
本
年
度
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
4
6
年
度
か
ら
4
8
年
度
ま
で
の
三

年
間
に
、
支
払
わ
れ
た
共
済
掛
金
（
事

務
費
賦
課
金
は
除
く
）
の
合
計
額
の
三

分
の
一
か
ら
、
46
年
度
か
ら
4
8
年
度
の

三
年
間
に
支
払
っ
た
共
済
金
お
よ
び
4
7

年
と
4
8
年
に
支
払
っ
た
、
無
事
戻
金
を

差
い
引
い
た
残
額
が
、
49
年
度
の
無
事

戻
金
と
な
り
、
対
象
者
は
九
百
七
十
八

名
に
な
り
ま
す
。

○
損
害
防
止
事
業

　
損
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、
背
負

動
散
三
十
台
、
一
台
二
万
円
の
補
助
を

計
画
し
、
養
蚕
で
は
、
各
戸
に
農
協
を

通
じ
て
配
蚕
前
に
ホ
ル
マ
リ
ン
で
消
毒

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
建
物
　
共
　
済

　
建
物
共
済
加
入
推
進
に
は
、
嘱
託
員

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
昨
年
度
で
は
、

一
戸
当
り
百
四
十
万
円
と
伸
び
、
不
慮

の
事
故
に
供
え
て
、
時
価
額
い
っ
ば
い

の
高
額
加
入
を
お
願
い
し
、
4
9
年
度
は

加
入
各
戸
に
粗
品
を
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
く
計
画
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

隣にも声かけ

あってよい防火

　長い冬も終りをつげ、やっと春を

迎えたという感じのこのごろですが

上越地域消防組合管内において、

今年に入ってからは、昨年より早ぺ

一スで火災件数が伸びております。

　これからは、外仕事が多くなりま

すので、火の元には十分ご注意くだ

さい。

■わが家の避難点検

○家族の話し合いによる避難方法、

○老人、子ども、病弱者等の就寝場

　所の総点検

■たばこの投げ捨てと寝たばこ防止

■外出、就寝前の火の元点検

■消火器具のそなえつけと再点検

■たきびの跡始末を完全にすること

　“分遣所からのお知らせ”

……火事と救急は……
　火事または救急の場合の通報は、

郵便局を呼び出し「火事」　「救急」

と正しく言い、分遣所が出ましたら

「部落」　「家号」を落ちついて言っ

てください。

　　　　　　　（松代消防分遣所）口

○
豪
雪
の
克
服
は
育

　
苗
ハ
ウ
ス
で

　
湯
山
葉
た
ば
こ
生
産
組
合
で
は
、
4
8

年
総
事
業
費
四
百
九
十
万
円
の
共
同
出

資
に
よ
り
、
軽
量
鉄
骨
造
り
の
育
苗
ハ

ウ
ス
を
完
成
し
、
こ
と
し
の
育
苗
計
画

は
、
葉
た
ば
こ
五
㎞
分
と
そ
の
間
に
な

す
、
き
ゅ
う
り
、
と
ま
と
も
育
成
し
、

そ
の
あ
と
、
水
稲
の
育
苗
、
稲
が
終
っ

た
あ
と
は
、
し
い
た
け
を
栽
培
す
る
と

い
う
、
フ
ル
回
転
の
計
画
で
す
。

　
三
月
七
日
に
播
種
を
終
え
た
共
同
出

資
者
の
一
人
、
湯
山
樋
ロ
真
一
さ
ん
は

こ
と
し
の
よ
う
に
豪
雪
の
時
は
、
最
高

で
す
ね
と
意
欲
を
も
や
し
て
い
ま
す
。



8　1㎜襯剛欄㎜闘㎜　　　　　　撒　　　　　㎜　　　　㈱　　　㎜　　闘　“㎜M㎜

松
之
山
老
人
い
こ
い
の
家

　
　
　
松
寿
荘
へ

　
松
寿
荘
の
オ
ー
プ
ン
が
、
昨
年
来
の

豪
雪
に
よ
り
各
施
設
関
係
が
遅
れ
、
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
、
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
　
五
月
に
は
オ
ー
プ

ン
で
き
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

　
老
人
い
こ
い
の
家
“
松
寿
荘
”
の
オ

ー
プ
ン
に
そ
な
え
て
、
町
内
商
工
業
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
今
ま
で
に
た
く
さ

ん
の
暖
か
い
贈
り
物
が
と
ど
け
ら
れ
、

み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

贈
り
物
を
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
次
の

．
暖
か
い
贈
り
物

と
お
り
で
す
。

○
湯
本
千
歳
館
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台

○
天
水
島
高
橋
久
吉
、
現
金
七
千
円
、

○
松
之
山
柏
葉
屋
商
店
、
現
金
一
万
円

○
猪
之
名
松
之
山
撚
糸
工
場
、
床
置
一

〇
坪
野
福
田
屋
商
店
、
鏡
一
枚

○
松
口
久
保
田
畳
店
　
時
計
一

〇
松
之
山
友
の
会
（
猪
俣
呉
服
店
、
米

　
沢
屋
商
店
、
ナ
オ
ヤ
、
双
見
屋
時
計

　
店
）
、
座
布
団
三
十
枚

○
湯
山
東
屋
商
店
、
現
金
二
千
円

○
松
之
山
三
幸
屋
飲
食
店
、
囲
碁
、
将

　
　
　
　
I
o
う
o
り
r
ー

棋
セ
ッ
ト
各
一

〇
松
之
山
都
屋
製
菓
店
、
現
金
一
万
円

O
松
之
山
さ
か
や
、
掛
じ
く
一
本

O
浦
田
坂
江
屋
商
店
、
現
金
二
千
円

○
湯
本
野
本
屋
旅
館
、
現
金
五
千
円

○
湯
本
白
川
屋
旅
館
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ

　
ニ
台

○
湯
本
春
本
、
ゆ
の
み
百
五
十
ケ
、
き

　ゆう

す
十
ケ

○
湯
本
米
屋
旅
館
、
現
金
三
千
円

○
湯
本
千
浦
屋
、
現
金
二
千
円

○
湯
本
玉
城
屋
旅
館
、
座
い
す
式
電
気

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
一
台

O
湯
本
大
阪
屋
理
容
店
、
現
金
二
千
円

○
湯
本
つ
た
や
旅
館
、
現
金
二
千
円

○
湯
本
福
住
屋
旅
館
、
現
金
一
万
円

○
湯
本
和
泉
屋
旅
館
、
ス
テ
レ
オ
一
式

○
湯
本
十
一
屋
商
店
、
鏡
大
二
枚

○
湯
本
玉
川
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
現

金
二
千
円

○
町
商
工
会
、
灰
皿
五
十
ケ

〇
十
日
町
吉
沢
織
物
K
K
、
時
計
二
、

（
贈
り
物
を
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
受

付
順
、
二
月
末
日
現
在
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
商
工
会
）

諮議く

諮雛
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食
生
活

▼
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

　
た
ん
白
質
（
人
間
の
体
を
つ
く
る
）

糖
質
、
脂
肪
（
働
ら
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
も
と
に
な
る
）
を

　
　
　
　
　
　
　
三
大
栄
養
素
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
い
、
こ
れ
に
ビ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ン
、
ミ
・
不
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
体
の
機
能
を
と

　
　
　
　
　
　
　
と
の
え
る
）
を
、

　
　
　
　
　
　
　
加
え
た
も
の
が
人

　
　
　
　
　
　
　
間
が
生
き
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
必
要
な
栄

　
　
　
　
　
　
　
養
素
と
い
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
人

●

　●9

）
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間
の
食
べ
る
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
お
米
、
糖
質
だ
け
を
多
く
と
り

過
ぎ
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
た
ん
白
質

や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
の
と
り
方

が
少
な
く
な
り
、
い
ま
ま
で
の
日
本
人

と
く
に
農
村
地
方
で
は
、
か
た
よ
っ
た

食
生
活
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
表
の
よ
う
な
六
つ

の
食
品
群
を
、
毎
日
組
み
合
わ
せ
て
食

べ
る
こ
と
が
よ
い
で
す
。

▼
米
食
は
控
え
め
に

　
お
米
な
ど
の
糖
質
を
と
る
と
、
ど
う

し
て
も
肥
っ
て
き
ま
す
。
肥
満
は
、
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
の
人
に
と
っ
て
大
敵

で
す
。

　
米
飯
は
、
そ
れ
自
体
が
非
常
に
お
い

し
く
、
ま
た
、
塩
か
ら
い
お
か
ず
が
あ

る
だ
け
で
、
何
ば
い
も
食
べ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
自
然
に
み
そ
汁
と
漬

物
な
ど
で
塩
分
を
多
く
と
り
す
ぎ
ま
す

し
、
ま
た
、
栄
養
の
あ
る
副
食
が
少
な

く
な
り
、
そ
の
結
果
、
必
要
な
栄
養
分

が
不
足
し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
栄
養
調
べ
で
も
、
糖
質

に
く
ら
べ
て
、
た
ん
ば
く
質
、
脂
肪
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
不
十
分

と
い
え
ま
す
。

　
米
飯
を
減
ら
し
て
、
お
か
ず
を
十
分

と
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
保
健
婦
）
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脂
紡
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町
役
易

　
　
　
人
夢
』

　
こ
と
し
の
4
月
1
日
付
け
を
も
っ
て

次
の
よ
う
に
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
退
職
者

○
社
会
課
長
、
渡
辺
庄
二
2
5
年
7
ヵ
月

勤
務

○
浦
田
診
療
所
事
務
長
、
本
山
稲
造
2
3

年
間
勤
務

○
坪
野
小
用
務
員
、
本
山
ナ
ミ
ー4
年
5

ヵ
月
間
勤
務

○
松
之
山
常
設
保
育
所
、
久
保
田
正
美

2
年
間
勤
務

O
松
之
山
常
設
保
育
所
、
梅
田
久
子
2

年
間
勤
務

◎
新
採
用
者

○
樋
口
慎
次
、
松
之
山
出
身
、
土
木
課

に
主
事
補
で
勤
務

○
小
野
塚
勝
男
、
東
規
出
身
、
総
務
課

に
主
事
補
で
勤
務

○
久
保
田
吉
弘
、
曽
根
出
身
、
税
務
課

に
主
事
補
で
勤
務

○
小
野
塚
光
枝
、
光
間
出
身
、
松
之
山

常
設
保
育
所
に
用
務
員
で
勤
務

○
山
岸
利
通
、
新
山
出
身
、
自
動
車
運

転
手
で
勤
務
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羅
弓
聾

1974

ン，
No．49籟鷺

　人ロのうごき
　　　　7月1日現在
　（）内は前月と比較

総数6，215人（＋11
　男　　3，029人（十5

　女3，186人（十6
世帯数1，629　（十1

　出生4人　死亡2人


